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第 2 章では、臨床的に健常な子牛の Schirmer Tear Test I 法を用いて涙液量
（STT I 値）、涙液中の総蛋白濃度を測定し、涙液量に影響を及ぼす要因に
ついて検討した。臨床的に健常な子牛の STT I 値は 18.9±2.9 mm/min（n=263）
であった。生後 15～90 日齢までの臨床的に健常な黒毛和種子牛の涙液中総
蛋白濃度は、1.18±0.30 mg/ml（n = 38）であった。また、STT I 値が変動す
る要因は、生後日齢と牛舎内のアンモニア濃度であることが明らかとなった。
第 3 章では、呼吸器疾病の急性炎症期である子牛（n=63）の STT I 値（22.2
±3.0 mm/min）と涙液中の総蛋白濃度（1.85±0.47 mg/ml）を測定し、臨床的
に健常な子牛と比較して、有意な高値が認められた。そのため、涙液中の蛋













呼吸器疾病の外部症状が発現する前に涙液中 IgA 濃度の高値が認められた。 
飼養管理をする中で、眼周囲を観察し、呼吸器疾病の初期において治療をす
ることが可能であれば、加療日数の低減、感染拡大を予防し、家畜共済の病
傷事故件数の低減につながり、生産性の向上および農家の経営安定化に寄与
できるものと考えられる。 
 
